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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 31日 (2006.8.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 金 属 及 び 金 属 粒 子 及 び 塩 の 粒 子 の 元 の 成 分 の ス ラ リ ー か ら 金 属 粒 子 を 分 離 す る 方 法
で あ っ て 、
　 少 な く と も い く ら か の 液 体 金 属 を 除 去 す る こ と で 金 属 及 び 塩 の 粒 子 を 濃 縮 す る こ と 、
　 金 属 粒 子 を 更 に 濃 縮 す る た め に 、 元 の 塩 又 は そ の 混 合 物 の 融 点 よ り 高 い 温 度 で 、
液 体 金 属 又 は 元 の 塩 の 液 体 又 は そ れ ら の 混 合 物 を 、 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子
に 通 す こ と 、 並 び に
　 そ の 後 に 、 金 属 粒 子 を 残 り の 元 の 分 離 す る こ と
を 含 ん で 成 る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も い く ら か の 液 体 金 属 を 除 去 し た 場 合 、 ゲ ル が 形 成 さ れ る 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　

請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　

請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 に 記 載 の 方

の 粒 子
の 粒 子

成 分 か ら

ス ラ リ ー か ら

液 体 金 属 の 元 の 成 分 は 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 又 は そ れ ら の 混 合 物 で あ る

液 体 の 元 の 塩 粒 子 又 は そ の 混 合 物 は 、 金 属 粒 子 の 更 な る 濃 縮 の 間 に 、 金 属 粒 子 の 合 体 温
度 よ り 低 い 温 度 に 保 持 す る

元 の 塩 の 粒 子 の 混 合 物 は 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ と Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ の 共 融 混 合 物 又 は 実 質 的 な 共 融 混 合 物
で あ る

金 属 粒 子 は 、 Ｔ ｉ 又 は Ｔ ｉ 合 金 で あ る

Ｔ ｉ 合 金 は 、 Ａ ｌ が ６ ％ 、 Ｖ が ４ ％ 及 び 残 部 が 実 質 的 に Ｔ ｉ で あ る 請 求 項 ６



法 。
【 請 求 項 ８ 】
　

に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　

　

　
　
　
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　

に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 チ タ ン 及 び ナ ト リ ウ ム を 参 照 し て こ こ で は 説 明 し た が 、 い ず れ か の ア ル カ リ 金 属 又 は ア
ル カ リ 土 類 金 属 又 は そ れ ら の 種 々 の 組 み 合 わ せ を 、 還 元 剤 金 属 と し て 使 用 す る こ と が で き
る 。 発 熱 反 応 を 生 じ さ せ る た め に 液 体 金 属 中 に 入 れ ら れ る 蒸 気 と し て 、 い ず れ の ハ ロ ゲ ン
化 物 も 有 用 で あ り 得 又 は ハ ロ ゲ ン 化 物 の い ず れ の 組 み 合 わ せ も 有 用 で あ り 得 る 。 経 済 的 な
理 由 か ら ナ ト リ ウ ム 又 は マ グ ネ シ ウ ム が 好 ま し く 、 ナ ト リ ウ ム が 最 も 好 ま し い 。 他 の 理 由
の た め に 、 バ ナ ジ ウ ム 塩 化 物 及 び ア ル ミ ニ ウ ム の 塩 素 化 物 を 伴 う 四 塩 化 チ タ ン も 、 チ タ ン
パ ウ ダ ー 又 は 種 々 の チ タ ン 合 金 を 製 造 す る た め に 好 ま し く 、 チ タ ン ６ ： ４ 合 金 が 、 現 在 使
用 す る 際 に 最 も 好 ま し い チ タ ン 合 金 で あ る 。 当 業 者 に は 既 知 で あ る が 、 ６ ： ４ チ タ ン 合 金
は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ６ ％ 、 バ ナ ジ ウ ム ４ ％ と チ タ ン 残 部 で あ る 。
　
　 １ ．
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金 属 粒 子 は Ｔ ｉ 又 は Ｔ ｉ 合 金 で あ り 、 液 体 金 属 は Ｎ ａ で あ り 、 塩 粒 子 は Ｎ ａ Ｃ ｌ 又 は 実
質 的 に Ｎ ａ Ｃ ｌ と Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ の 共 融 混 合 物 で あ る 請 求 項 １

液 体 金 属 及 び 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 の 元 の 成 分 の ス ラ リ ー か ら 金 属 粒 子 を 分 離 す る 方 法 で
あ っ て 、

液 体 の 塩 を 有 す る 容 器 に 元 の 成 分 の ス ラ リ ー を 入 れ る こ と （ こ こ で 、 最 も 軽 い 液 体 金 属
と 最 も 重 い 金 属 粒 子 と の 比 重 の 相 違 の た め に 層 が 形 成 さ れ 、 容 器 の 底 部 に 向 か っ て 金 属 粒
子 の 濃 度 が 増 加 す る ） 、

容 器 か ら 液 体 金 属 を 除 去 す る こ と 、
容 器 か ら い く ら か の 液 体 の 塩 を 伴 う 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 を 分 離 す る こ と 、
金 属 粒 子 か ら 塩 を 濾 別 す る こ と 、 並 び に
そ の 後 、 冷 却 し 、 金 属 粒 子 か ら 塩 を 水 洗 す る こ と

を 含 ん で 成 る 方 法 。

液 体 の 塩 は 、 塩 粒 子 と 実 質 的 に 同 じ も の で あ る 請 求 項 ９

液 体 の 塩 は 、 塩 粒 子 の 共 融 混 合 物 又 は 実 質 的 に 共 融 混 合 物 で あ る 請 求 項 ９

共 融 混 合 物 は 、 Ｎ ａ 及 び Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ を 含 む 請 求 項 １ １

液 体 金 属 は 、 Ｎ ａ 又 は Ｍ ｇ で あ る 請 求 項 １ ２

金 属 粒 子 が 液 体 金 属 と 一 緒 に 除 去 さ れ る こ と を 防 止 し な が ら 、 吸 い 込 む こ と に よ っ て 、
容 器 か ら 液 体 金 属 を 取 り 出 す 請 求 項 ９

本 発 明 の 主 な 態 様 を 以 下 に 示 す 。
液 体 金 属 及 び 金 属 粒 子 及 び 塩 の 粒 子 の 元 の 成 分 の ス ラ リ ー か ら 金 属 粒 子 を 分 離 す る

方 法 で あ っ て 、
少 な く と も い く ら か の 液 体 金 属 を 除 去 す る こ と で 金 属 及 び 塩 の 粒 子 を 濃 縮 す る こ と 、
金 属 粒 子 を 更 に 濃 縮 す る た め に 、 元 の 塩 成 分 又 は そ の 混 合 物 の 融 点 よ り 高 い 温 度 で 、 液

体 金 属 又 は 元 の 塩 成 分 の 液 体 又 は そ れ ら の 混 合 物 を 、 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 に 通
す こ と 、 並 び に

そ の 後 に 、 金 属 粒 子 を 残 り の 元 の 成 分 又 は 塩 成 分 の 混 合 物 か ら 分 離 す る こ と
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を 含 ん で 成 る 方 法 。
２ ． 少 な く と も い く ら か の 液 体 金 属 を 除 去 し た 場 合 、 ゲ ル が 形 成 さ れ る 上 記 １ に 記 載 の

方 法 。
３ ． 元 の 塩 成 分 又 は そ の 混 合 物 の 融 点 又 は そ れ 以 上 の 温 度 で 、 液 体 金 属 を 、 濃 縮 さ れ た

金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 と 接 触 さ せ て 、 塩 粒 子 を 置 換 し て 金 属 粒 子 を 更 に 濃 縮 す る 上 記 １ に 記
載 の 方 法 。

４ ． 元 の 塩 成 分 の 液 体 を 、 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 と 接 触 さ せ て 、 塩 粒 子 を 溶 解
し 又 は 置 換 し て 、 金 属 粒 子 を 更 に 濃 縮 す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。

５ ． 元 の 塩 成 分 の 液 体 混 合 物 を 、 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 と 接 触 さ せ て 、 塩 粒 子
を 溶 解 し 又 は 置 換 し て 、 金 属 粒 子 を 更 に 濃 縮 す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。

６ ． 液 体 金 属 の 元 の 成 分 は 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 又 は そ れ ら の 混 合 物 で
あ る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。

７ ． 液 体 の 元 の 塩 成 分 又 は そ の 混 合 物 は 、 金 属 粒 子 の 更 な る 濃 縮 の 間 に 、 金 属 粒 子 の 合
体 温 度 よ り 低 い 温 度 に 保 持 す る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。

８ ． 元 の 塩 の 成 分 の 混 合 物 は 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ と Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ の 共 融 混 合 物 又 は 実 質 的 な 共 融 混
合 物 で あ る 上 記 ７ に 記 載 の 方 法 。

９ ． 金 属 粒 子 は 、 Ｔ ｉ 又 は Ｔ ｉ 合 金 で あ る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
１ ０ ． Ｔ ｉ 合 金 は 、 Ａ ｌ が ６ ％ 、 Ｖ が ４ ％ 及 び 残 部 が 実 質 的 に Ｔ ｉ で あ る 上 記 ９ に 記 載

の 方 法 。
１ １ ． 液 体 金 属 は 、 約 ６ ０ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 に 加 熱 さ れ て い る ナ ト リ ウ ム で あ る 上 記 １

に 記 載 の 方 法 。
１ ２ ． ナ ト リ ウ ム は 、 約 ８ ０ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 に 加 熱 さ れ て い る 上 記 １ １ に 記 載 の 方 法

。
１ ３ ． 液 体 の 元 の 塩 又 は そ の 混 合 物 は 、 約 ６ ０ ０ ℃ よ り 高 い 温 度 に 加 熱 さ れ て い る 上 記

１ に 記 載 の 方 法 。
１ ４ ． 金 属 粒 子 は Ｔ ｉ 又 は Ｔ ｉ 合 金 で あ り 、 液 体 金 属 は Ｎ ａ で あ り 、 塩 粒 子 は Ｎ ａ Ｃ ｌ

で あ る 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
１ ５ ． 金 属 粒 子 は 、 Ａ ｌ が ６ ％ 、 Ｖ が ４ ％ 及 び 残 部 が 実 質 的 に Ｔ ｉ で あ る Ｔ ｉ 合 金 で あ

る 上 記 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
１ ６ ． 液 体 金 属 及 び 金 属 粒 子 及 び 塩 粒 子 の 元 の 成 分 の ス ラ リ ー か ら 金 属 粒 子 を 分 離 す る

方 法 で あ っ て 、
液 体 の 塩 を 有 す る 容 器 に 元 の 成 分 の ス ラ リ ー を 入 れ る こ と （ こ こ で 、 最 も 軽 い 液 体 金 属

と 最 も 重 い 金 属 粒 子 と の 比 重 の 相 違 の た め に 層 が 形 成 さ れ 、 容 器 の 底 部 に 向 か っ て 金 属 粒
子 の 濃 度 が 増 加 す る ） 、

容 器 か ら 液 体 金 属 を 除 去 す る こ と 、
容 器 か ら い く ら か の 液 体 の 塩 を 伴 う 濃 縮 さ れ た 金 属 粒 子 を 分 離 す る こ と 、
金 属 粒 子 か ら 塩 を 濾 別 す る こ と 、 並 び に
そ の 後 、 冷 却 し 、 金 属 粒 子 か ら 塩 を 水 洗 す る こ と

を 含 ん で 成 る 方 法 。
１ ７ ． 液 体 の 塩 は 、 塩 粒 子 と 実 質 的 に 同 じ も の で あ る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
１ ８ ． 液 体 の 塩 は 、 塩 粒 子 の 混 合 物 で あ る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
１ ９ ． 液 体 の 塩 は 、 塩 粒 子 の 共 融 混 合 物 又 は 実 質 的 に 共 融 混 合 物 で あ る 上 記 １ ６ に 記 載

の 方 法 。
２ ０ ． 共 融 混 合 物 は 、 Ｎ ａ 及 び Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ を 含 む 上 記 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
２ １ ． 液 体 の 塩 は 、 約 ８ ０ ０ ℃ よ り 低 い 温 度 に 維 持 さ れ て い る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
２ ２ ． 液 体 の 塩 は 、 約 ６ ０ ０ ℃ の 温 度 に 維 持 さ れ て い る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
２ ３ ． 液 体 金 属 は 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 又 は そ れ の 混 合 物 又 は そ れ ら の

合 金 で あ る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
２ ４ ． 液 体 金 属 は 、 Ｎ ａ 又 は Ｍ ｇ で あ る 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
２ ５ ． 金 属 粒 子 が 液 体 金 属 と 一 緒 に 除 去 さ れ る こ と を 防 止 し な が ら 、 吸 い 込 む こ と に よ



(4) JP 2005-538252 A5 2006.10.19

っ て 、 容 器 か ら 液 体 金 属 を 取 り 出 す 上 記 １ ６ に 記 載 の 方 法 。


	header
	written-amendment

